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白馬村・小谷村では、「ふきのとう」を
方言で『ちゃんめろ』と言います

白馬村・小谷村の小学生の現地見学会を開催しました

小谷村、白馬村の小学生を対象に、砂防施設の現地見学会を開催しました。毎年、この時
期に国土交通省松本砂防事務所の協力を得ながら行っているものです。
今年は、9月22日(金) 白馬北小学校、9月25日(月) 白馬南小学校、9月27日(水) 小谷小学

校で実施したところ、天候に恵まれ予定していた項目を全て滞りなく行うことができました。
見学会では、まず初めに「土砂災害とはどういったものか」、「地元の土砂災害の歴史」

等をパネル、ビデオや模型実験を交えて学習し、その後、工事現場を見学しながら砂防事業
の役割を学びました。

イワナの放流体験
（白馬南・北小）土石流の模型実験を実演中

一方、小谷村小学校の皆さんは、無人の重機の遠隔操作を体験しました。これは土石流や斜
面崩落等の危険が高い工事現場で使われている技術で、土砂を掘るショベルカーや土砂を運ぶ
ダンプカーを離れた場所から無線操縦機で操縦するものです。ゲーム感覚で操縦できることか
ら、大人よりも小学生の方が覚えはよさそうです。

砂防工事の説明

ドローン
写真撮影
（白馬南
・北小)

また、この学習に併せて、白馬南小学校、白馬北小学校の皆さんは、最近話題となっている
ドローンのデモンストレーション飛行と写真撮影、イワナの放流を体験しました。イワナの放
流は、環境に配慮するために砂防事業の一環として行われるもので、活きのいいイワナを見て
環境や命の尊さを小学生の皆さんに実感してもらいました。



在宅要支援者の避難補助

住民の避難状況確認

炊き出し訓練の様子 大網地区防災マップ

大網地区で土砂災害を想定した防災訓練を実施しました

小谷村大網地区では昨年度から住民主導型警戒避難体制づくりに取り組んでおり、その模
様は平成29年3月24日発行『ちゃんめろだより』第４６号２面でお伝えしたところです。
そして、今回は住民の皆様の意見等を集約して完成した地区防災マップをもとに、平成29

年9月30日午前に防災訓練を実施しました。当日は防災訓練日和？の晴天でしたが、本番さな
がら大網地区訓練参加者76名の連携によりスムーズに避難訓練ができました。また、この日
は炊き出し訓練も実施し参加者にはおにぎりが配られました。反省会では「災害時において
車での避難はできるのだろうか」 「今回は事前に情報があったのでスムーズにできたが、い
ざというときにはどうなるのか心配」という意見がありました。
今後、この取組みを村内各地区に拡大し、地区防災力の向上を図り、土砂災害による犠牲

者ゼロを目指します。

さらに、今回参加いただいた小学生には「砂防カード」と手作り「雨量計」をお配りしま
した。「砂防カード」は、長野県治水砂防協会姫川支部が昨年９月に全国で初めて発行し、
今年10月に配布を終了した残りわずかな初版カードです。これを機に砂防施設に興味を持っ
ていただけたらと思います。
防災教育に協賛・協力をしていただいた皆様、本当にありがとうございました。

重機の遠隔操作体験
（小谷小）

災害履歴・砂防事業
の説明（小谷小)



地すべり学会現地見学会が行われました

長野県では平成5年以来24年ぶりの開催となる、「日本地すべり学会第56回研究発表会及
び現地見学会」が８月22日～25日に開催されました。

22日～24日は長野市で県民講演会や研究発表会が行われ、25日の現地見学会では、「神城
断層地震と地すべり災害」というテーマで当所管内の現地見学会が行われました。
当日は、小谷村に土砂災害警戒情報が発令されるほどの悪天候でしたが、午後には雨もやみ、

無事に見学会が終了しました。

例年実施している管内建設業者を対象とした「技術者セミナー」を今年も８月30日に小谷
村で開催いたしました。セミナーでは労働基準監督署から工事現場での事故の話題や中部電
力・ＮＴＴから電線事故防止などの講義がありました。建設業者の皆様約60名の方にご参加
いただき、建設現場での事故ゼロに向け決意を新たにしたところです。
ご協力いただきました関係機関の皆様方にはこの場を借りて御礼申し上げます。

技術者セミナーを開催しました

全国各地からお越しいただい
た地すべりの専門家の皆様に中
谷川沿いの八方岩と市場1号の
現地をつぶさに見学していただ
いたほか、地すべり機構の説明
やボーリングコアの実物をご覧
いただき、熱心に議論が交わさ
れました。
見学会の会場等小谷村には全

面的にご協力いただきありがと
うございました。

市場１号での説明

参加者からの質問 ボーリングコアの確認状況



技術者の意見交換会を開催しました

大北建設業協会と８月に意見交換会をしたところ、多くの意見・要望が寄せられました。
さらに、現場の一線で活躍する受発注者の技術者同士がお互いの考え方を理解することを

目的に、 10月5日(木) 小谷村多目的ホールで「受発注者との意見交換会」を開催しました。
松本小谷村長にもアドバイザーとしてご参加いただき、４グループに分かれて３つの議題を
討議しました。普段はなかなか話せないような内容のものもありましたが、双方の考え方の
違いを認識し、多くの前向きな発言がありました。

坂本薫代人会長の挨拶 真剣な討議状況

平成29年度版「砂防カード」をお配りしています

昨年度、長野県治水砂防協会姫川支部が「砂防カー
ド」を発行したところ、大変ご好評をいただきました。
（※ 平成28年度版の配布は終了しました。）
そこで、今年度も、国土交通省が管理する大規模砂

防堰堤３施設を加えた新しい６種類のカードを作成し、
10月20日からお配りしています。

このカード、一般の方は次のような方法で入手できます。
１ 小谷村と白馬村の観光スポットで自撮りをしてください。
２ 撮影した写真（デジカメの画面等）を事務局（姫川砂防事務所内）でお見せください。
→ 平成29年度版「砂防カード」６種類と「砂防施設ガイドブック」を差し上げます。
小谷村民、白馬村民の方は、役場でも入手が可能です。役場での入手方法については、

お住まいのある役場の建設水道課（小谷村）、建設課（白馬村）にお問い合わせください。

砂防カードをきっかけとして、私達の安心・安全を守ってくれる砂防施設に、少しでも
興味を持っていただけたら幸いです。ぜひ、砂防カードを入手してください。

カードの入手方法


